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Origin of Urushi (Toxicodendron vernicifluum) 
in the Neolithic Jomon Period of Japan
縄文時代のウルシとその起源
























の熱帯を中心に 77 属約 600 種あり，そのひとつに「ウルシ属」Toxicodendron（トキシコデンドロ
ン）（toxin= 毒，dendron= 樹，つまり毒の木）がある［Heywood, 1978］。ウルシ属には世界に約 20
種あり，多くは熱帯〜温帯アジアにあって，一部北米〜中米にもある。
　ウルシは最近までウルシ科のヌルデ属 Rhus に所属させられ，Rhus verniciflua Stokes の学名が
与えられていた。しかし，近年の分子系統学的研究［Yi et al., 2004; Nie et al., 2009］により，ヌルデ
とウルシは系統的にかけ離れたものであることが明らかになり，ウルシ属 Toxicodendron として区
別され，Toxicodendron vernicifluum （Stokes） F. A. Barkley の学名で表示されるようになった。
　日本にあるウルシ属の植物は，ウルシの他，ヤマウルシT. trichocarpum，ハゼノキT. succedaneum，
ヤマハゼ T. sylvestre，ツタウルシ T. radicans があり，これら 4 種はいずれも自生である。ツタウ




　ウルシは高さ 10 m くらいになる落葉高木で，3–8 対の楕円形で先がやや尖る小葉を持つ大型の奇









古くに日本に伝わったとしている。筆者らは 2000 年〜2010 年にかけて日本国内のウルシの生育地
（栽培及び栽培起源のもの，野生化したものも含めて）の調査を行った。その結果，生育地は北海道
網走市を北限に，本州の大部分の地域，四国に点々とあり，最南西の生育地は大分県豊後大野市で，





















































は前述の文献等に記載されている地域よりは狭いことが分かった。図 2［Suzuki et al., 2007］は文献，
標本，そして実際に現地で観察して作成された中国におけるウルシの分布図で，この各点が自生か
植栽されたものなのかは分からない。ただ河北省と湖北省で調査した限りでは，ウルシは標高 800
〜2000 m の落葉樹主体の自然林（二次林 = 日本の雑木林によく似ている）に他の樹種と混じって
普通に生えており，畑や農家廻りに植栽されたものと共にこの自然林のウルシからも漆液の採取が
行われていた。
　一方，ウルシは韓国内のほぼ全域に分布するとされているが（図 3）［呉 ･ 朴，2001］，これらは中
国原産で植栽あるいは野生化したものという［李，1979］。韓国では江原道原州市の所草面に「原州
漆器館」という博物館 ･ 展示即売施設があり，近くの鶴谷里にウルシ畑があって殺し搔きにより漆













のかを葉緑体 DNA の trnL（UAA）イントロン（以後 trnL と略記）と trnL（UAA）–F（GAA）遺
伝子間領域（以後 trnL–F と略記）について調べた。
1-1．試料
　DNA 解析を行ったウルシの試料は表 1 にあるように日本国内では北海道網走から九州大分県豊
後大野市までの 35 地域からの 46 個体，中国からは重慶市では城口（Chengkou）の 6 個体，河北
省（Hebei）では武安（Wu'an）の 3 箇所からの 5 個体と賛皇（Zanhuang）の 1 箇所からの 2 個体，
湖北省（Hubei）では巴東（Badong）の 1 箇所 2 個体，利川（Lichuan）の 3 箇所 3 個体，五峰
（Wufeng）の 2 箇所 4 個体，遼寧省（Liaoning）では本渓（Benxi）の 2 箇所 4 個体と桓仁（Huanren）




































DNA Accession number* 採集地
trnL trnL-F
Japan ABS 2 cult. VI AB365012 AB365021 北海道網走市天都山
Japan AMS 2 cult. VI AB365012 AB365021 青森県青森市岩渡
Japan OWN 1 cult. VI AB365012 AB365021 青森県南津軽郡大鰐町居土
Japan SNG 1 cult. VI AB365012 AB365021 青森県三戸郡新郷村西越
Japan INH 2 cult. VI AB365012 AB365021 岩手県二戸郡一戸町岩舘
Japan INH 1 cult. VI AB365012 AB365021 岩手県二戸郡一戸町一戸
Japan JBJ 1 cult. VI AB365012 AB365021 岩手県二戸市浄法寺町十文字平
Japan SDI 1 cult. VI AB365012 AB365021 宮城県仙台市川内
Japan OGN 2 cult. VI AB365012 AB365021 山形県小国町金目
Japan AZW 1 cult. VI AB365012 AB365021 福島県会津若松市一箕町
Japan DIG 1 cult. VI AB365012 AB365021 茨城県久慈郡大子町西金
Japan MNM 1 cult. VI AB365012 AB365021 群馬県利根郡みなかみ町下牧
Japan KKR 1 cult. VI AB365012 AB365021 神奈川県鎌倉市
Japan SZU 1 cult. VI AB365012 AB365021 石川県珠洲市宝立町大町泥木
Japan WJM 3 cult. VI AB365012 AB365021 石川県輪島市打越町
Japan HID 1 cult. VI AB365012 AB365021 岐阜県飛騨市宮川町塩屋
Japan HID 1 cult. VI AB365012 AB365021 岐阜県飛騨市宮川町菅沼
Japan SKW 1 cult. VI AB365012 AB365021 岐阜県大野郡白川村荻町
Japan MSG 1 cult. VI AB365012 AB365021 三重県津市美杉町八知
Japan MSG 1 cult. VI AB365012 AB365021 三重県津市美杉町柳瀬
Japan YKN 1 cult. VI AB365012 AB365021 京都府福知山市夜久野町小倉
Japan NYN 2 cult. VI AB365012 AB365021 奈良県五條市西吉野町向加名生
Japan SNI 2 cult. VI AB365012 AB365021 奈良県宇陀郡曽爾村塩井
Japan BCU 1 cult. VI AB365012 AB365021 岡山県高梁市備中町西油野
Japan NIM 2 cult. VI AB365012 AB365021 岡山県新見市法曽
Japan YSR 1 cult. VI AB365012 AB365021 徳島県三好市山城町引地
Japan OTY 1 cult. VI AB365012 AB365021 高知県長岡郡大豊町立川下名
Japan TNO 2 cult. VI AB365012 AB365021 高知県高岡郡津野町芳生野甲
Japan TSY 1 cult. VI AB365012 AB365021 高知県高知市土佐山桑尾
Japan SED 1 cult. VI AB365012 AB365021 福岡県田川郡添田町落合
Japan BGO 1 cult. VI AB365012 AB365021 大分県豊後大野市緒方町夏足
Japan HIT 1 cult. VI AB365012 AB365021 大分県日田市小野殿町
Japan HIT 1 cult. VI AB365012 AB365021 大分県日田市鶴河内
Japan TKD 2 cult. VI AB365012 AB365021 大分県竹田市武田












DNA Accession number* 採集地
trnL trnL–F
Chongqin CHE 6 wild V AB365014 AB365023 中国重慶市城口県
Hebei WUA 2 cult. V AB365014 AB365023 河北省邯單市武安市管陶
Hebei WUA 1 wild V AB365014 AB365023 河北省邯單市武安市管陶
Hebei WUA 2 cult. V AB365014 AB365023 河北省邯單市武安市活水
Hebei ZAN 2 wild V AB365014 AB365023 河北省 石家荘市 賛皇県 三陣村
Hubei BDO 2 wild V AB365014 AB365023 湖北省恩施市巴東県 葱坡
Hubei LIC 1 cult. V AB365014 AB365023 湖北省恩施市利川市毛
Hubei LIC 1 cult. V AB365014 AB365023 湖北省恩施市利川市元堡
Hubei LIC 1 wild V AB365014 AB365023 湖北省恩施市利川市元堡
Hubei WUF 1 cult. V AB365014 AB365023 湖北省宜昌市五峰土家族自治県
Hubei WUF 3 wild V AB365014 AB365023 湖北省宜昌市五峰土家族自治県
Liaoning BEN 2 wild VI AB365012 AB365021 遼寧省本渓市卧龍鎮
Liaoning BEN 2 wild VI AB365012 AB365021 遼寧省本渓市小子鎮
Liaoning HUA 3 wild VI AB365012 AB365021 遼寧省桓仁県沙尖子鎮
Shaanxi FOP 2 cult. V AB365014 AB365023 西省 中市佛坪
Shandong YTM 1 wild VI AB365012 AB365021 山東省イ坊市青州市仰天山
Shandong ZAO1 2 wild VI AB365012 AB365021 山東省棗庄市山亭区徐庄鎭
Shandong ZAO2 2 cult. VII AB365013 AB365022 山東省棗庄市山亭区北庄鎭
Zhejiang JIA 4 cult. VII AB365013 AB365022 浙江省建徳市大洋鎮
S. Korea OKC 2 cult. VI AB365012 AB365021 韓国忠清北道沃川市青城面
S. Korea OKC 2 cult. VI AB365012 AB365021 韓国忠清北道沃川市安南面






種　　　名 日本 韓国 遼寧省 山東省 浙江省 河北省 湖北省 陜西省 重慶市 ベトナム 合計
ツタウルシ 3 3
ハゼノキ 7 2 1 10
ヤマハゼ 5 5 1 11
ヤマウルシ 5 2 1 8
ウルシ 46 6 7 5 4 7 9 2 6 92
ヌルデ 1 1









DNA Accession number 採集地
trnL trnL-F
ヌルデ Liaoning 1 wild AB365015 AB365024 遼寧省桓仁県沙尖子鎮
ツタウルシ Japan 1 wild III AB365007 AB365016 青森県青森市三内
ツタウルシ Japan 1 wild III AB365007 AB365016 青森県青森市野沢
ツタウルシ Japan 1 wild III AB365007 AB365016 石川県金沢市錦町
ハゼノキ Japan 1 wild I AB365008 AB365017 宮城県仙台市川内
ハゼノキ Japan 1 wild I AB365008 AB365017 愛知県岡崎市小呂町
ハゼノキ Japan 1 wild I AB365008 AB365017 徳島県吉野川市川島町山田
ハゼノキ Japan 1 wild I AB365008 AB365017 山口県萩市笠山
ハゼノキ Japan 1 wild I AB365008 AB365017 熊本県水俣市月浦
ハゼノキ Japan 1 wild I AB365008 AB365017 沖縄県八重山郡竹富町古見
ハゼノキ Japan 1 wild I AB365008 AB365017 沖縄県八重山郡竹富町上原
ハゼノキ Zhejiang 2 wild I AB365008 AB365017 浙江省安吉県天荒坪鎮
ハゼノキ Vietnam 1 cult. I AB365008 AB365017 ベトナムフートー省タムノン県トヴァン村
ヤマハゼ Japan 1 wild I AB365009 AB365018 愛知県岡崎市板田町
ヤマハゼ Japan 1 wild I AB365009 AB365018 徳島県名西郡石井町石井
ヤマハゼ Japan 1 wild I AB365009 AB365018 徳島県吉野川市川島町山田
ヤマハゼ Japan 1 wild I AB365009 AB365018 山口県阿武郡阿武町宇生賀
ヤマハゼ Japan 1 wild I AB365009 AB365018 山口県美祢市美東町長登
ヤマハゼ Zhejiang 1 wild II AB365010 AB365019 浙江省建徳市大洋鎮
ヤマハゼ Zhejiang 1 wild II AB365010 AB365019 浙江省杭州市淳安県千島湖森林気吧
ヤマハゼ Zhejiang 2 wild I AB365009 AB365018 浙江省杭州市郊外
ヤマハゼ Zhejiang 1 wild I AB365009 AB365018 浙江省安吉県龍王山
ヤマハゼ Hubei 1 wild I AB365009 AB365018 湖北省 咸寧市 通山県闖王鎮
ヤマウルシ Japan 1 wild IV AB365011 AB365020 青森県青森市三内
ヤマウルシ Japan 1 wild IV AB365011 AB365020 福島県会津若松市大戸町
ヤマウルシ Japan 1 wild IV AB365011 AB365020 愛知県岡崎市板田町
ヤマウルシ Japan 1 wild IV AB365011 AB365020 徳島県吉野川市美郷奥丸
ヤマウルシ Japan 1 wild IV AB365011 AB365020 山口県美祢市美東町長登
ヤマウルシ Zhejiang 2 wild IV AB365011 AB365020 浙江省安吉県龍王山
ヤマウルシ Hubei 1 wild IV AB365011 AB365020 湖北省 咸寧市 通山県闖王鎮
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（Zaozhuang）の 2 箇所 4 個体と清州（Qingzhou）の 1 箇所 1 個体，浙江省（Zhejiang）では建徳
（Jiande）の 1 箇所 4 個体，韓国では原州（Wonju）と沃川（Okcheon）の 3 箇所からの 6 個体で，
合計 92 個体である。
　ウルシの外群として日本，中国及び韓国に分布する近縁種であるヌルデ，ツタウルシ，ハゼノキ，
ヤマハゼ，ヤマウルシの 5 種を用いた（表 2）。ヌルデは遼寧省の 1 個体，ツタウルシは青森県と石
川県の 3 個体，ハゼノキは宮城，愛知，山口，徳島，熊本，沖縄の各県の 7 個体，浙江省の 2 個体，
それにベトナムの 1 個体である。ヤマハゼは愛知，徳島，山口の各県の 5 個体，浙江省と湖北省の
6 個体である。ヤマウルシは青森，福島，愛知，徳島，山口の各県の 5 個体，浙江省と湖北省の 3
個体で，5 種の合計は 33 個体である（表 3）。
1-2．分析方法
　全 DNA の抽出はシリカゲル乾燥した葉 20 mg から DNeasy Plant Mini Kit（QIAGEN 社）を用
いて行った。この DNA を鋳型として PCR（polymerase chain reaction）法によって目的領域（trnL
と trnL–F）の増幅を行い，DNA シーケンサーで塩基配列決定を行った。
　増幅には Taberlet et al.［1991］によるプライマー配列を用い（表 4），PCR 反応液（容量 20 µl）の組
成は 10 ng 全 DNA，10 mM Tris-HCl（pH 8.3），50 mM KCl，1.5 mM MgCl2，0.01% gelatin，0.2 mM
各 dNTP，0.5 µ M フォワードプライマーとリバースプライマー，0.5 unit Taq DNA polymerase
（Applied Biosystems 社，USA）である。PCR 反応は 95̊C で 10 分間熱変性した後，94̊C 30 秒，50̊C 
30 秒，72̊C 1 分を 1 サイクルとして 45 回繰り返し，最後に 72̊C で 10 分伸長反応を行った。PCR
産物は Agencourt AMPure PCR purification kit （Beckman Coulter 社，USA）を用いて精製し，そ
の後 DTCS Quick Start Master Mix kit （Beckman Coulter 社，USA）を用いて Dye Terminator 
Cycle Sequencing を行った。得られた生成物は Agencourt CleanSEQ Dye-Terminator Removal kit 
（Beckman Coulter 社，USA）を用いて精製し，CEQ 8000 genetic analyzer （Beckman Coulter 社，
USA）を用いて DNA の塩基配列決定を行った。決定された DNA 配列は Chromas Lite ver. 2.01 
ソフト（http://www.technelysium.com.au/chromas_lite.html）でチェックを行い，これらの配列は
DDBJ/EMBL/GenBank データベースに登録を行った（表 1）。得られたすべての DNA 配列データ
は ClustalW ソフト［Thompson et al., 1994，1999 ; http://clustalw.ddbj.nig.ac.jp/top-j.html］を用いて類
似した塩基配列のアライメントを行い，分子系統樹を構築して TreeView ver. 1.6.6 ソフト（Page，
1996； http://taxonomy.zoology.gla.ac.uk/rod/treeview.html）で表示を行った。
領　　域 プライマー名 配列 （5′–3′） 出　　典
trnL イントロン領域 trnL-c CGA AAT CGG TAG ACG CTA CG Taberlet et al. （1991）
trnL-d GGG GAT AGA GGG ACT TGA AC Taberlet et al. （1991）
trnL–F 遺伝子間領域 trnL-e GGT TCA AGT CCC TCT ATC CC Taberlet et al. （1991）







　解析の結果，ウルシについては trnL 領域が 470 塩基対，trnL–F 領域が 306 塩基対からなってい
た。これら両領域ともウルシ種内での挿入欠失は全く認められなかった。そして読み取った塩基配
列を解析した結果，次のことが判明した（表 5，図 4，5，6）。
1）ウルシ全 92 個体から「湖北型」（V），「日本型」（VI），「浙江型」（VII）の 3 つのハプロタイプ
（haplotype 遺伝子型）が認められた。
2）湖北型は日本型から trnL で 2 塩基（233，468 番目），trnL–F で 3 塩基（60，135，330 番目）異
なっていた。




5）湖北省のすべての個体（9 個体），河北省のすべての個体（7 個体），陜西省のすべての個体（2 個
体），重慶市のすべての個体（6 個体）には全く変異はなく，すべて同じ湖北型（V）であった。
6）浙江省のすべての個体（4 個体）には全く変異はなく，すべて同じ浙江型（VII）であった。
7）山東省の 4 個体のうち，2 個体は日本型（VI），2 個体は浙江型（VII）であった。
（2）近縁種との遺伝的関係
　ウルシ属の他の 4 種とヌルデの trnL と trnL–F の塩基配列から次のことが分かった（表 5，図 4，5）。
1）ウルシ属のツタウルシ，ヤマウルシ，ハゼノキ，ヤマハゼの解析した全個体において，trnL 領域は
470 塩基対でウルシと同じ長さであったが，trnL–F 領域は96 塩基対多く，402 塩基対からなっていた。
2）ツタウルシ 3 個体の間には変異はなく，ウルシの日本型から 4 箇所（置換 3 塩基，挿入／欠失
1 箇所），湖北型から 3 箇所（置換 2 塩基，挿入／欠失 1 箇所）異なっている（ハプロタイプ III）。
3）日本，中国，韓国からの 9 個体のヤマウルシの間に違いは全く無く，ツタウルシから 2 塩基異
なっている（ハプロタイプ IV）。
4）日本産 7 個体，浙江省産 2 個体，ベトナム産 1 個体のハゼノキの間には全く違いは認められず，
ツタウルシから 4 塩基異なっていた（ハプロタイプ I）。
5）日本産 5 個体，湖北産 1 個体のヤマハゼには全く違いが無く，それはハゼノキと同一であった
（ハプロタイプ I）。
6）浙江省産ヤマハゼ 5 個体のうち，3 個体はハゼノキと同じハプロタイプ I であったが，2 個体は
それと 1 塩基異なっていた（ハプロタイプ II）。
7）ヌルデにはウルシと比べて trnL 領域に 26 塩基の挿入があって 496 塩基対からなり，trnL–F 領
域ではウルシ属のウルシ以外の 4 種の 402 塩基対にさらに 5 箇所の挿入／欠失が起きており結局
414 塩基対の長さであった。そしてウルシ属のウルシ以外の 4 種から trnL で 10 塩基の置換が，
trnL–F には 14 塩基の置換が認められた。
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　DNA 解析を行ったウルシ属の近縁 5 種の間で中国産，日本産，韓国産のウルシはすべて一つの
系統群となったことから，これらすべてを同一種にする現在の分類学的な扱いは妥当であると言え

































































































［Noshiro & Suzuki, 2004］。その後この基準を用いて東北大学植物園所蔵の遺跡出土木材プレパラー
トコレクションに収蔵されているヤマウルシと同定されていたものを再検討した結果，ウルシ材は
福井県鳥浜貝塚遺跡の縄文時代草創期のものが 1 点あり，縄文時代前期〜晩期の東〜東北日本の 17






































AMS 法により放射性炭素年代を測定し 10,615 ± 30 14C BP（PLD–18382）の値を得た。較正年代で
は約 12,600 cal BP を中心とした年代である。これは氷河時代の最後の寒冷な時期（晩氷期）に相当
する年代であり，多縄文式土器の時期とした発掘所見と矛盾しない［鈴木ほか，2012］。この出土材





























然木の存在は矛盾が少ない。測定された約 12600 年前は晩氷期であって NGRIP の年代［North 
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The lacquer tree, Toxicodendron vernicifluum (Anacaradiaceae) is an endemic tree in East Asia and 
is called urushi in Japanese. The urushi lacquer is collected from the tree trunk of this species and has 
been utilized as an adhesive and/or a painting material from very ancient ages. Many kinds of lacquer 
ware have been recovered from Neolithic archeological sites in Japan and China, and the urushi lacquer 
ware especially characterizes the Jomon culture in Japan. To elucidate the origin of the Japanese urushi 
culture, we examined the distribution of urushi trees in East Asia, analyzed their chloroplast DNA, and 
re-examined the fossil record of the urushi plant. 
Although the urushi plant is now distributed in China, Korea, and Japan, all of the trees in Korea 
and Japan are not native, but are cultivated. Thus the urushi trees in Japan is considered as an introduc-
tion from somewhere in China. We detected three haplotypes in the chloroplast DNA (trnL intron and 
trnL-F intergenic spacer regions) in of the urushi plant. The first one haplotype (haplotype V) is widely 
distributed in central China between Hwang Ho and Yangtze Jiang of China. The second haplotype 
(haplotype VI) is found in Japan, Korea, and Liaoning and Shandong provinces of China. The last one 
haplotype  (haplotype VII) is found only in Shandong and Zhejiang provinces of China. The presence 
of wild urushi plant with the haplotype VI in  certain areas of China may suggest the possibility that the 
urushi trees in Japan seem to have originated and introduced from those areas, if it was introduced. 
Fossil records of pollen, fruits, and wood of the urushi plant have been recovered from the early Jomon 
period in Japan, especially in eastern and northeastern Japan. One exception is the oldest record of the 
incipient Jomon period of ca. 12600 cal BP of a urushi fossil wood from the Torihama shell midden of 
Fukui prefecture. This fact is pressing us to re-consider whether what the urushi plant was brought over 
from China, or it is native to Japan originally.
Key words: chloroplast DNA, distribution, fossil, Torihama shell midden, Toxicodendron vernicifluum
Origin of Urushi (Toxicodendron vernicifluum) in the Neolithic Jomon Pe-
riod of Japan
SUZUKI Mitsuo, NOSHIRO Shuichi, TANAKA Takahisa,  
KOBAYASHI Kazutaka, WANG Yong, LIU Jianquan and ZHENG Yunfei
図版1　ウルシの形態
A：樹形（湖北省恩施市巴東県王二荒村），B：雌株の枝（枝先に集まって着く奇数羽状複葉と腋生する雌花序），C：雄花（花弁，雄蘂とも5），D：雌
花（花弁5，雌蘂1），E：果序（輪島市熊ノ堂），F：果実（表面艶のある外果皮の中に白くスポンジ状の中果皮があり，その中に硬い内果皮があって，
中にひとつの種子を持つ。中果皮の白い部分は蠟成分）
